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港内作業許可申請書 

大港湾 第     号 

平成  年  月  日 

阪 神 港 長 殿 

申請者 住 所：大阪市住之江区南港 2-1-10 

          ATC ビル ITM 棟 10 階 

組織名：大阪市港湾局長 

氏 名：○○ ○○ 

1. 目的および種類 

（目的） 

本手続きは、平成 27 年３月５日の国土交通省近畿地方整備局長及び海上保

安庁第五管区海上保安本部長で交わした「大規模地震・津波発生時の大阪湾

BCP に基づく緊急物資輸送等にかかる航路啓開活動に関する申し合わせ」に

おける航路啓開実施要領に基づくものです。 

本工事は、阪神港大阪区、主航路の航路啓開および此花地区北港岸壁(-7.5

ｍ)、港地区安治川第 1 号岸壁(-10ｍ)、大正地区鶴浜岸壁(-10ｍ)、夢洲地

区夢洲 C10・C11 岸壁(-15ｍ)、C12 岸壁(-16ｍ)、南港地区 A1･A2･A3 岸壁(-7.5

ｍ)の泊地内にある障害物探査及び障害物回収作業を行うものです。 

（種類） 

測量船による障害物探査及び潜水士船・作業船による障害物回収作業 

 

2. 期間および時間 

平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

  （予備日 平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日） 

   作業時間：日出～日没まで  作業実日数： 日 

3. 区域または場所 

   阪神港大阪区 主航路および此花地区北港岸壁(-7.5ｍ)、港地区安治川第 1

号岸壁(-10ｍ)、大正地区鶴浜岸壁(-10ｍ)、夢洲地区夢洲 C10・C11 岸壁(-15

ｍ) 、C12 岸壁(-16ｍ)、南港地区 A1･A2･A3 岸壁(-7.5ｍ)（別紙１参照） 

4. 方法 

   別紙○～○のとおり 

5. その他 

  （１）事故防止処理等：別紙○～○のとおり 

（２）連絡先：担当係 大阪市港湾局計画整備部海務課(海上保全) 

担当者 ○○ ○○ 

電話番号 06－6552－0011 

③大阪市直営 航路啓開（撤去） 
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なお、発災後でなければ確認できない要件（期間および時間、連絡先、発注者、

潜水作業方式、使用船舶etc）については、別途、発災時の要件確認表の提出（報告）

をもって、迅速に航路啓開活動を開始できるものとする。 
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別紙－○ 

３．作業区域 
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別紙－○ 
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４の１．方法 

   

測量船 

(1) 測量船に音響測深機を装備し、音波により障害物探査を行います（深浅測量）。 

(2) 使用船舶は以下のとおりです。 

 

船種 船名 総トン数 長さ 幅 吃水 

測量船 ずいほう 15 トン 12.5ｍ 5.2ｍ 0.75ｍ 

測量船 測深丸 0.5 トン未満 4.7ｍ 1.4ｍ  ― 

測量船 第２測深丸 0.4 トン未満 5.0ｍ 1.6ｍ  ― 

測量船 こすも 16 トン 15.0ｍ 4.2ｍ 0.90ｍ 

測量船 時 空 0.1 トン 3.4ｍ 1.7ｍ  ― 

 

潜水士船 

＜概要＞ 

本調査は、岸壁において、測量船による障害物探査にあわせて、反応があっ

た箇所を潜水士により調べるものです。 

 

＜調査方法＞ 

(1) 測量船探査により反応があった箇所に目印の竹入れを行います。作業要領

図（別紙－○）を参照。 

(2)  潜水士船を調査箇所に係留し、フーカー式潜水士１名又は２名が水深 3m

～16m の水中部において 1.5～2 時間ごとに交代しながら反応箇所を別紙-

○作業要領図の方法で調査するものです。また、フーカー式潜水士は、陸

上に設置した陸置き式コンプレッサーを使用し陸上から入水する場合もあ

ります。 

(3)  調査にあたって確認した障害物（落水物）が軽量物の場合には、潜水士船

のウインチで回収します。なお、潜水士船ウインチでの回収が困難な場合

は、港新丸クレーンにて回収します。 

(4)  障害物（落水物）が大型のもの、重量物の場合は別紙‐○の方法で行いま

す。 

(5) 障害物撤収後、水深が確保されているか深浅測量を行ないます。 

(6) 作業終了後は竹を回収します。 

(7) 夜間に竹を入れたままになることはありません。 



40 

別紙－○ 
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別紙－○ 

４の２．方法（重量物） 

 

＜概要＞ 

調査した箇所において、落水車（重量物）が確認されたので、引揚回収し

ます。 

 

＜回収方法＞ 

(1) 作業船兼警戒船の、ずいほうで回収個所に目印の竹入れを行います。 

(2) 潜水士船を回収箇所（別紙位置図）に錨泊又は繋留しフーカー式潜水士１

名が潜水し別紙-○の上段(作業要領図-1)方法で落水車に回収のためのワ

イヤーを取付ける。 

(3) 潜水士の指示の下、落水車に取付けたワイヤーロープの先端を回収し作業

船のクレーンに取付け作業を別紙-○ (作業要領図-2)の方法で行う。 

(4) 作業員の指示の下、作業船のクレーンにより落水車を、別紙-○ (作業要領

図-3)の方法で台船(大波)に回収します。 

(5) 以上(1)～(4)の工程を繰り返し行い順次落水車の回収を行う 

 

 

※ 尚、落水車回収時には、万一の油流出に備えてオイルフェンス及び浮遊

油吸着マットを用意しておきます。 

   作業船の引き揚げ能力は８．５７トン、揚程７ｍ・リーチ２ｍ 
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別紙－○ 
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別紙－○ 
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別紙－○ 

５．事故防止処置等 

 

(1) ①障害物探査作業の現場責任者は「(正）○ ○ （副）○ ○・○ ○」に

定め、作業全般の事故防止処置等について監督します。 

   ②潜水作業の現場責任者は「(正）○ ○ （副）○ ○・○ ○」に定め作

業全般の事故防止処置等について監督します。  

   ※ 現場責任者について、正の責任者が不在の時は、副の責任者が正責任者と

して臨場します。  

事業所名    大阪市港湾局計画整備部海務課(海上保全) 

      電  話    ０６－６５５２－００１１ 

 

(2) 船舶が離着岸する作業実施区域については、事前に周辺の利用関係先と調整を行

います。また、作業区域周辺の被災状況等の確認を行い現場作業関係者に周知し

ます。 

(3) 潜水士船には、海上衝突予防法の規定に従い国際信号旗Ａ旗を示す信号板を掲

げます。 

(4) 潜水作業中は専従の警戒船１隻を配備し、船長以外に警戒船業務受講済みの者

を１名専従警戒員として乗船させ、作業区域に隣接する船舶等に対して警戒船

旗・拡声器等により注意を喚起し、事故防止に努めます。 

 また、潜水士が陸上から入水した場合は陸上側の作業員と潜水士は携帯型の水

中電話で連絡を取り、警戒船と陸上側の作業員は携帯電話で連絡をとります。 

(5) 潜水士船と警戒船との連絡は無線で行い、潜水士船と潜水士とは水中電話で作

業内容を連絡しあい安全を確認します。 

(6) 作業中は、気象・海象の変化に留意し、津波注意報、警報、気象警報等の発表によ

り荒天が予想される場合または、次の基準により、潜水作業を中止します。 

（測  量）  ・風 速―― １０ｍ／S 以上       

・波 高――  １ｍ以上  ・視 界―― ２０００ｍ以下 

 

（潜水士船） ・潮 流―― １ノット以上  ・風 速―― ８ｍ／S以上       

・波 高――  ０．５ｍ以上 ・視 界―― ２０００ｍ以下 

※ その他 港長の指示があった場合・大阪府及び和歌山県内で震度４以上が発

生した場合・現場責任者または、船長が危険と判断した場合。 

  

(7) 障害物探査作業中は、測量船に「測量中」と記した旗を掲場します。 

(8) 事故発生等緊急事態が発生した場合は、別紙緊急連絡体制により阪神港長に通

報するとともに応急処置を施します。 

(9) 作業内容に変更が生じた場合は、事前に変更許可申請を行うと共に、作業が完
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了したときはすみやかに完了届を提出します。 

(10) 作業中は作業許可書（写し）を携帯します。 

(11)  作業中は、救命胴衣を着用の上、業務にあたります。 

(12) 作業は船舶動静を基に離着岸船のない時に行いますが、万一作業現場及び隣

接バース等に変更が生じ離着岸船があった場合は、直ちに作業を中断し安全な

場所へ避難します。 

(13) 障害物探査作業中は、測量船に専従見張員を配備し接近する船舶があった場

合は直ちに作業を中断し安全な場所へ避難します。 

(14) 障害物回収作業中における油脂類等の流出油の恐れがある場合は、オイルフ

ェンス展張を行い、海上流出油等を生じさせないように万全に注意します。 

(15) 期間及び時間が重複している場合は、同時作業は行いません。 
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発災時の要件確認表（測量）(調査) 

阪 神 港 長 殿 

 

１．提出年月日      平成○○年 ○月 ○日 

 

２．申請者       住 所：○○市○○町○－○－○ 

            会社名：○○建設株式会社 

            氏 名：○○ ○○ 

 

３．期間および時間   平成○○年○月○日～平成○○年○月○日 

        （予備日 平成○○年○月○日～平成○○年○月○日） 

           作業時間：日出～日没まで  

 

４．連絡先    ○○建設株式会社 

○○市○○町○－○－○ 

現場責任者  ○○ ○○ 

電話番号  （昼間）＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊ 

（夜間）＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊ 

衛星電話      ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊ 

（衛星電話（現場）  ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊ ） 

 

 ５．発注者    近畿地方整備局 大阪港湾・空港整備事務所または大阪市港

湾局 

 

 ６．潜水作業方式 ○○○○○方式 

 

 ７．使用船舶 

  作業種

別 
船名 

総トン数

（t） 

長さ

(ｍ) 
船舶番号 船長 

測量船及び

調査船 

○○丸  ○○  ○.○  ＊＊＊－＊＊＊＊ ○○ ○○ 

     

     

 

① 航路啓開（測量）(調査) 
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※８．緊急連絡体系表

TEL：06-6572-2688

航行安全課
TEL:06-6571-0223

緊急時

大阪海上保安監部

TEL○○-○○○○-○○○○

緊急時　(119)
○○消防署(大阪港)

現場連絡先

○○労働基準監督署(大阪港)

TEL:

FAX:

発注者
国土交通省近畿地方整備局
大阪港湾・空港整備事務所
担当課又は大阪市港湾局

夜間及び休日:港湾防災センターTEL○○-○○○○-○○○○

TEL:06-6575-1234

大阪港航行安全情報センター
TEL:06-6612-4363

昼間：大阪市港湾局　計画整備部　計画課

TEL:06-6615-7777

緊急時　(118)

水上消防署
TEL:06-6574-0119

○○警察署(大阪港)

TEL○○-○○○○-○○○○

TEL:

FAX:

警備救難課
TEL:06-6571-0222

TEL○○-○○○○-○○○○
○○病院

TEL○○-○○○○-○○○○
○○病院(潜水病)

大阪水上警察署

TEL:06-6572-4999

TEL○○-○○○○-○○○○

TEL○○-○○○○-○○○○

緊急時　(110) 支店連絡先

○○外科(潜水病)

緊急災害発生

 

緊急時連絡表 

役 職 氏 名 
連絡先 

昼・平日 夜間・休日 

近畿地方整備局 

 大阪港湾・空港整備事務所又は大阪市

港湾局 

TEL：○○-○○○○-○○○○ 

FAX：○○-○○○○-○○○○ 

      

 主任調査員  ○○ ○○ **-****-**** **-****-**** 

 調査員  ○○ ○○ **-****-**** **-****-**** 

    

○○○○株式会社 **-****-**** 

      

 管理技術者  ○○ ○○ **-****-**** **-****-**** 

 担当技術者  ○○ ○○ **-****-**** **-****-**** 

    

※８．緊急連絡体系表の現場連絡先・支店連絡先が、近畿地方整備局○○港湾事務所又は大阪市港

湾局の場合もある。 
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なお、本要件確認表は、平成○年○月○日に事前協議を行った港内作業許可申請

書に基づき、発災後に確認した要件について記載するものである。 
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発災時の要件確認表（撤去） 

阪 神 港 長 殿 

 

１．提出年月日     平成○○年 ○月 ○日 

 

※２．申請者       住 所：○○市○○町○－○－○ 

            会社名：○○建設株式会社 

            氏 名：○○ ○○ 

 

３．期間および時間   平成○○年○月○日～平成○○年○月○日 

         （予備日 平成○○年○月○日～平成○○年○月○日） 

           作業時間：日出～日没まで  

 

※４．連絡先     ○○建設株式会社 

 ○○市○○町○－○－○ 

 現場責任者  ○○ ○○ 

 電話番号  （昼間）＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊ 

 （夜間）＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊ 

 衛星電話      ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊ 

 （衛星電話（現場）  ＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊ ） 

 

 ５．発注者    近畿地方整備局 大阪港湾・空港整備事務所または大阪市港湾局 

 

６．潜水作業方式 ○○○○○方式 

 

 ７．使用船舶 

  作業種

別 
船名 

総トン数

（t） 

長さ

(ｍ) 
船舶番号 船長 

測量船及び

調査船 

○○丸  ○○  ○.○  ＊＊＊－＊＊＊＊ ○○ ○○ 

     

     

 

②航路啓開（撤去） 
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 ８．荒天時の作業船避難場所 

 

 

 

 ９．撤去作業時災害の防止   

 

        作業船避難場所：○○○○○ 

        アンカーワイヤー明示水深：－○．○ｍ 
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※10．緊急連絡体系表

TEL:06-6575-1234 TEL○○-○○○○-○○○○
FAX: ○○病院(潜水病)

TEL○○-○○○○-○○○○

TEL○○-○○○○-○○○○ TEL○○-○○○○-○○○○
大阪水上警察署 TEL: ○○外科(潜水病)

TEL:06-6572-4999
緊急時　(110) 支店連絡先

○○警察署(大阪港) ○○病院

TEL○○-○○○○-○○○○ 警備救難課
水上消防署 TEL:06-6571-0222

TEL:06-6574-0119 緊急時

TEL○○-○○○○-○○○○ 緊急時　(118)
大阪海上保安監部

緊急時　(119) 航行安全課
○○消防署(大阪港) TEL:06-6571-0223

TEL○○-○○○○-○○○○ TEL: 夜間及び休日:港湾防災センター

TEL：06-6572-2688
○○労働基準監督署(大阪港) FAX:

大阪港湾・空港整備事務所 昼間：大阪市港湾局　計画整備部　計画課

担当課又は大阪市港湾局 TEL:06-6615-7777

発注者 現場連絡先 大阪港航行安全情報センター
国土交通省近畿地方整備局 TEL:06-6612-4363

緊急災害発生

緊急時連絡表 

役 職 氏 名 
連絡先 

昼・平日 夜間・休日 

近畿地方整備局 

 大阪港湾・空港整備事務所又は大阪市港湾局 

TEL：○○-○○○○-○○○○ 

FAX：○○-○○○○-○○○○ 

 総括監督員  ○○ ○○ **-****-**** **-****-**** 

 主任監督員  ○○ ○○ **-****-**** **-****-**** 

 現場監督員  ○○ ○○ **-****-**** **-****-**** 

    

○○○○株式会社 **-****-**** 

 現場代理人  ○○ ○○ **-****-**** **-****-**** 

 監理技術者  ○○ ○○ **-****-**** **-****-**** 

 専門技術者  ○○ ○○ **-****-**** **-****-**** 

※10．緊急連絡体系表の現場連絡先・支店連絡先が、近畿地方整備局○○港湾事務所又は大阪市港湾

局の場合もある。 

なお、本要件確認表は、平成○年○月○日に事前協議を行った港内作業許可申請書に基づき、発災

後に確認した要件について記載するものである。 
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作業船舶一覧 
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作業船舶一覧表 

総トン数 長さ(m) 幅(m) 深さ(m)

1 測量船・交通船 ○○丸 ***-***** ○○ ○.○ ○.○ ○.○ ***-****-****

2 ○○丸 ***-***** ○○ ○.○ ○.○ ○.○ ***-****-****

3 ガット船 ○○丸 ***-***** ○○ ○.○ ○○m3積 ***-****-****

4

5 起重機船

6

7 曳船・押船

8

9 ﾌｪﾘｰﾊﾞｰｼﾞ

10

11 潜水士船

12

13

14

15

16

17

18

19

番号 船　種 船　名
船舶番号
又は

船舶検査済票の番号

要目
能力 使用目的

船舶電話
又は

携帯電話
備　考
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発災時の要件確認表（大阪市直営 撤去） 

阪 神 港 長 殿 

 

１．提出年月日     平成○○年 ○月 ○日 

 

２．申請者       住 所：大阪市住之江区南港 2-1-10 

  ATC ビル ITM 棟 10 階 

組織名：大阪市港湾局長 

氏 名：○○ ○○ 

 

３．期間および時間   平成○○年○月○日～平成○○年○月○日 

         （予備日 平成○○年○月○日～平成○○年○月○日） 

           作業時間：日出～日没まで  

 

４．連絡先   担当係 大阪市港湾局計画整備部海務課(海上保全) 

担当者 ○○ ○○ 

電話番号 06－6552－0011 

 

 

③大阪市直営 航路啓開（撤去） 
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なお、本要件確認表は、平成○年○月○日に事前協議を行った港内作業許可申請

書に基づき、発災後に確認した要件について記載するものである。 

 


